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 酸化物へテロ構造や酸化物表面における強相関電子の量子閉じ込めは、

酸化物エレクトロニクスへの応用[1]や低次元強相関電子系の基礎的な理解

[2]への興味のため、多くの注目を集めている。近年、強相関酸化物 SrVO3

（SVO）を用いた量子井戸（QW）構造において、強相関電子の量子閉じ込めに

よる金属 QW 状態が実現することが報告された[3]。この強相関量子化状態で

は、通常の金属 QW では見られない、サブバンドに依存した異常な有効質量

の増大が見いだされている。そこで今回我々は、その起源を調べるために、

SVO QW 構造においてその場（in situ）角度分解光電子分光（ARPES）測定を

行い、得られたスペクトルを詳細に解析した結果について報告する。 

 運動量分布曲線（MDC）のピーク幅は、自己エネ

ルギーに関連することが知られている[4]。そこで、

図 1 に示すように MDC 幅を求め、SVO QW 構造に

おけるサブバンド毎の自己エネルギーの大きさを

見積もった。その結果、電子間相互作用の大きさ

及び不純物散乱の大きさは、サブバンドの底のエ

ネルギーと相関していることが明らかとなった。バ

ルクにおいて二次元性の強い t2g 軌道の軌道選択

的量子化により、SVO QW 構造における V 3d サブ

バンドは擬一次元的な性質を持つと考えられる[3]。

この特徴的な量子化を考慮すると、観測されたサ

ブバンドに依存した異常な質量増大は、サブバンド

の底で状態密度が増大する擬一次元的な量子化

状態に起因していると考えられる[5]。 
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図 1. SVO QW (7 ML)の MDC 幅の見

積もり．（下図）実験値とタイトバイン

ディング計算によるフィッティング． 
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